


地球と人に優しい「ものづくり」と

「新しい材料科学」を支える人材育成を目指して

古来より植物は再生可能な高分子材料として生活に利用されてきました。 これに含まれる有機物質は最終的に二酸化炭素と水に生分解されます。 発

生した二酸化炭素は再び植物に取り込まれるため、 大気中の二酸化炭素の総量は変化しません。 前世紀に発明された石油系で難分解性の高分子

材料は我々の生活の利便性を飛躍的に高めました。 しかし、 これらの利用後の焼却による二酸化炭素の発生は地球温暖化を引き起こしました。 また、

難分解性であることから海洋プラスチックごみなどの環境汚染も問題となっています。 これらの問題を解決する策の一つとして、 大気中への二酸化炭

素負荷を最小限に抑えながら、 石油系のものと同等以上の性能をもつ高分子材料を開発し利用する社会システムの構築が考えられます。 それは高

分子材料の出発原料を石油から再生可能な植物バイオマスへと替えることで実現されます。 そのプロセスは、 まず植物バイオマスから微生物の力によ

り重合可能なモノマーを生産するところから始まります 【１】。 次に、 このモノマーを化学反応により高分子化し機能性を持つバイオベースマテリアルに変

換します 【２ , ３】。 微生物により生産されるモノマーは石油から合成されるものと同じ構造を持つとは限りません。 そのため、 従来の化学反応とは異な

る反応の開発が求められる場合もあります。 一方、 二酸化炭素の増加抑制だけでなく、 バイオベースマテリアルならではの新たな機能が見出される可

能性もあります。 得られたバイオベースマテリアルは、 繊維化、 フィルム化、 成形 ・ 機能加工して製品化へとつなげます 【４ , ５】。 また、 石油系の

高分子材料に劣らぬ機能の確保、さらに新たな機能を見出すために、ナノレベルでの精密な構造解析を行い構造と物性との相関関係を調べます 【６】。

本専攻では、 これらの研究を通して持続可能で快適な暮らしの実現を追求しています。

※ 上記の 【　】 内の数字は、 その研究を担当する研究室を示しています。

【 １ ： 生物資源システム工学、 ２ ： バイオベースマテリアル化学、 ３ ： サスティナブル材料合成化学、 ４ ： バイオ機能材料、 ５ ： バイオナノファイバー、

６ ： ナノ材料物性】

麻生 祐司、 田中 知成

生物工学と有機化学の境界領域を志向して
います。 バイオマスを微生物の力により重合
可能なモノマーに変換するためのバイオプロ
セス開発と、 そのモノマーを用いて機能性
高分子を合成する研究を行なっています。
また、 バイオマスを燃料とした微生物燃料
電池の開発や、 生体認識機能を持つ機能
性糖鎖高分子および医用高分子材料として
有用な機能性有機材料の合成などの研究も
行っています。

微生物物質生産／バイオプロセス／微生物
電気化学／合成化学／高分子化学

生物資源システム工学研究室

バイオベースマテリアル学専攻では今世紀の中核素材となるバイオベースマテリアルに関する
新しい材料科学・材料工学を切り拓きながら新時代を担いうる人材の育成を行なっています

谷口 育雄

プラスチックの循環を目的とした環境低負
荷高分子材料の研究開発を行っています。
省エネルギー成形による CO2 排出低減と、
成形加工時の熱分解抑制によるリサイクル
性向上が同時に達成できる新規機能性高
分子材料として期待されているバロプラス
チックの分子設計、 化学合成、 及び機能
評価を通して、 構造 - 物性 - 機能の相関
解明を目指しています。 また、 気候変動の
主要因である CO2 の効率的分離回収技術
の研究開発も行っています。

高分子材料化学／高分子合成／膜分離工
学／ CO2 分離回収

サスティナブル材料合成化学研究室

青木 隆史

バイオマスからの原素材を利用して、 実用
可能なバイオベースマテリアルを合成するた
めの基礎ならびに応用研究を行なっていま
す。 ポリ乳酸などの既存のバイオベースマ
テリアルの新規合成法 （ケモバイオ変換）
の確立や、 新規バイオベースマテリアルの
分子設計と合成、 そして、 それらの物性評
価や機能評価を行なっています。 また、 多
糖類やＤＮＡなどの天然高分子を利用した新
しいプラスチックの創製も展開しています。

有機合成化学／高分子合成化学／ポリ乳
酸／天然高分子／バイオマテリアル

バイオベースマテリアル化学研究室
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徐 淮中

新規バイオベースポリマーの繊維化やフィル
ム化と構造解析を行なっています。主なテー
マは、 耐熱性ポリ乳酸繊維 ・ フィルムの成
形、 微生物産生ポリエステルの高性能繊
維化、 セルロースの新規な繊維化技術の
開拓、 バイオベースポリアミドの繊維化など
です。 新規な材料が既知の紡糸法によって
繊維化されるとは限らないため、 成形条件
の探索と繊維化方法の開拓を行なうととも
に、 得られた繊維、 フィルムの高次構造、
熱的・力学的性質の調査を行なっています。

バイオベースポリマー／高機能 ・ 高性能繊
維／分解性医用デバイス／高分子レオロ
ジー

バイオナノファイバー研究室

櫻井 伸一、 佐々木 園、 丸林 弘典

繊維や高分子薄膜 ・ 結晶、 ポリマーアロイ
などにおいて形成される凝集構造 （秩序構
造、アモルファス構造、パターンを含む） を、
物理化学的手法、 分光学的手法、 電磁
波 （中性子、Ｘ線、 光） の散乱 ・ 回折法
等を用いて解析しています。 また、 材料の
静的 ・ 動的構造と物性との関係を解き明か
すとともに、 新規な材料創製 ・ 設計指針を
開発し、 ユニークな物性を発現させるため
の研究も行なっています。

ブロック共重合体／ミクロ相分離構造／高分
子の結晶化／高分子薄膜 ・ 表面構造／放
射光Ｘ線散乱 ・ 回折法

ナノ材料物性研究室

岡久 陽子、 安永 秀計、 綿岡 勲

多糖などのバイオ材料の溶液やゲル状態に
おける構造と機能の関係を、Ｘ線測定や分
子モデリング法を駆使して解明する研究を行
なっています。 また、 セルロースナノファイ
バーを用いた材料開発や、 バイオベースマ
テリアルを用いた毛髪や繊維の染色 ・ 機能
加工を研究しています。

構造解析／セルロースナノファイバー／染色
／カテキノン

バイオ機能材料研究室
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修了生の就職先修了生の就職先

愛三工業／アークレイ／アシックス／綾羽工業／荒川化学工業／アリミノ／一方社油脂工業／岩谷産業／オイレス工業／大紀商事／大阪ガ

ス／オーケー器材／カケンテストセンター／カネカ／京セラ／京セラドキュメントソリューションズ／京都医療設計／クオリカプス／クボタシーアイ

／クラシエフーズ／倉敷紡績／呉竹／クレハ／グンゼ／互応化学工業／サカタインクス／サンスター技研／三洋化成工業／ジーンデザイン／

島津製作所／松風／シンプレクス／住友ゴム工業／積水化学工業／積水化成品工業／ゼブラ／第一工業製薬／大日本塗料／大日本プラス

チックス／太陽社電気／タカラベルモント／ダルトン／東研サーモテック／東洋インキ SC ホールディングス／東洋ゴム工業／東洋紡／東洋ライ

ス／東リ／東レ／凸版印刷／長瀬産業／中西金属工業／成田記念病院／ニチバン／日清食品ホールディングス／日進製作所／ニッタ／日

東電工／日本ガイシ／日本電気硝子／日本電産／日本特殊陶業／日本農産工業／日本ノズル／日本ペイント／日本ペイントホールディング

ス／パナソニック／パナソニックデバイスエンジニアリング／パネフリ工業／ピアス／日立化成工業／日立造船／ヒューマレッジ／富士高分子／

マクセル／マクセルホールディングス／マツダ／ミズノ／三菱鉛筆／三菱樹脂／三菱電機／三ツ星ベルト／ミルボン／ムトウ／明成化学工業／

ユーシン精機／ユニチカ／横浜ゴム／栗東積水工業／ワールドインテック／ ADEKA ／ Hyosung ／ KB セーレン／ TOWA ／ LIXIL ／ YKK

問い合わせ先問い合わせ先

京都工芸繊維大学 大学院工芸科学研究科
バイオベースマテリアル学専攻
〒606-8585　

　　　

TEL：075-724-7887　FAX：075-724-7547　E-mail：biobased@kit.ac.jp  

専攻 HP
https://www.biobased.kit.ac.jp 

kit_bbm京都市左京区松ヶ崎橋上町1
京都工芸繊維大学　松ヶ崎キャンパス　
14号館 2階 S215室（バイオベースマテリアル学専攻事務室）

アクセス

京都駅より

市営地下鉄烏丸線 「国際会館」 行きに乗車 ( 約 18 分 ) 「松ヶ崎駅」 下車、 徒歩約 8 分 ( 「松ヶ崎駅」 の 「出口１」 から右 ( 東 ) へ約

400m、 四つ目の信号を右 ( 南 ) へ約 180m)

三条京阪駅より

市営地下鉄東西線 「太秦天神川」 行きに乗車、 「烏丸御池駅」 で地下鉄烏丸線 ・ 国際会館行きに乗り換え、 「松ヶ崎駅」 下車、 徒歩約

8 分 ( 「松ヶ崎駅」 の 「出口 1」 から右 ( 東 ) へ約 400m、 四つ目の信号を右 ( 南 ) へ約 180m)

■
TSUTAYA地下鉄

「松ヶ崎駅」
出口1

北山通
　 四つ目の信号

京都工芸繊維大学
松ヶ崎キャンパス
西部構内

号館14

紹介動画


